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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間に収納され、一
方の屋根パネルの屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
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　他方の屋根パネルに取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって載置されるカバー部と、カバー
部に設けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の
立下がり部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項２】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、各屋根パネルの屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する支持部を
有する一対の支持部材と、
　溝状空間内に、かつ一対の支持部材間に収納され、支持部材の支持片に屋根葺材ととも
に固定される上方に開いた溝部材と、
　支持部材の支持部に取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一対の支持部材上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設
けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の立下が
り部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項３】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける屋根葺材の少なくとも一方の側部に形成
される下方に折返された係合部と、
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　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間内に収納され、
屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　流れ方向に垂直な断面が上方に開いたほぼＣ字状の形状を有し、溝部材内で各屋根葺材
の前記係合部に係合するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項４】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する受け部と、受け部に連な
り下方に延びる立下がり部と、立下がり部の下部に連なり立下がり部を介して受け部を支
持する支持部とを有する一対の支持部材と、
　各支持部材の受け部、立下がり部および支持部によって囲まれた収納空間に収納され、
支持部材の支持部に固定される溝部材と、
　各受け部上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設けられ
、支持部材の受け部に係合する係合部とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋
根。
【請求項５】
　下地材の上部には、少なくとも一部に太陽電池を表面に備えた屋根葺材が設けられるこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の屋根。
【請求項６】
　屋根葺材は、金属板から成ることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の屋
根。
【請求項７】
　屋根パネルは、屋根パネルに封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネル
であることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の屋根。
【請求項８】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
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野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間に収納され、一
方の屋根パネルの屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　他方の屋根パネルに取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって載置されるカバー部と、カバー
部に設けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の
立下がり部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項９】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、各屋根パネルの屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する支持部を
有する一対の支持部材と、
　溝状空間内に、かつ一対の支持部材間に収納され、支持部材の支持片に屋根葺材ととも
に固定される上方に開いた溝部材と、
　支持部材の支持部に取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一対の支持部材上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設
けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の立下が
り部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項１０】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
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方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける屋根葺材の少なくとも一方の側部に形成
される下方に折返された係合部と、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間内に収納され、
屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　流れ方向に垂直な断面が上方に開いたほぼＣ字状の形状を有し、溝部材内で各屋根葺材
の前記係合部に係合するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根。
【請求項１１】
　躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する受け部と、受け部に連な
り下方に延びる立下がり部と、立下がり部の下部に連なり立下がり部を介して受け部を支
持する支持部とを有する一対の支持部材と、
　各支持部材の受け部、立下がり部および支持部によって囲まれた収納空間に収納され、
支持部材の支持部に固定される溝部材と、
　各受け部上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設けられ
、支持部材の受け部に係合する係合部とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋
根。
【請求項１２】
　下地材の上部には、少なくとも一部に太陽電池を表面に備えた屋根葺材が設けられるこ
とを特徴とする請求項８～１１のいずれか１つに記載の屋根。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般住宅などの建築物の雨仕舞のために好適に用いることの可能な屋根パネル
およびそれを用いた屋根に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１６は、従来の住宅の屋根面施工手順の一例を示す図である。従来の切妻屋根における
屋根面の施工は次のような手順で行われる。
【０００３】
（１）図１６（１）に示すように小屋組を構成する複数の鋼製屋根トラス１をクレーン２
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で吊込み、桁行方向に間隔をあけて敷げた３または柱４に固定する。
（２）図１６（２）に示すように桁行方向に延びる複数の鋼製もや５をクレーン２で吊込
み、雨水の流れ方向に間隔をあけて屋根トラス１に固定する。
（３）図１６（３）に示すようにもや５の上部に複数の木製屋根パネル６を敷設する。
（４）図１６（４）に示すように屋根パネル６の上部にアスファルトルーフィングから成
る防水層７を敷設し、防水層７の上部に屋根葺材８を葺設する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記先行技術には、手順（３），（４）のように屋根上での作業が多く、人手を要すると
ともに施工所要時間が長くなるという問題がある。また屋根葺材８の上面に太陽電池を設
ける場合には、さらに人手と時間とを要する。したがって、施工工期が長くなるとともに
施工コストが増大する。また屋根パネル６が木製であるので、反りおよび曲りが発生する
恐れがある。さらに大形パネルの場合には薄い木材を貼合わせた集成材を用いる必要があ
り、コストアップとなる。
【０００５】
　本発明の目的は、前記問題を解決し、屋根上での作業を低減することが可能であり、工
期短縮および省力化を図ることができる屋根を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間に収納され、一
方の屋根パネルの屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　他方の屋根パネルに取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって載置されるカバー部と、カバー
部に設けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の
立下がり部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である
。
【０００７】
　本発明に従えば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され、枠体の上部に屋根
部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根上で行われていた取
付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な屋根上での作業を低
減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる。また、母屋部材お
よび枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲りなどの変形の発生
を防止することができる。



(7) JP 4577805 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、後述の図８，９に示すように封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確
実に確保することが可能になる。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、カバー部材のカバー部が一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって
設けられるので、屋根パネル間の間隙への雨水の浸入を防止することができる。またカバ
ー部に設けられる垂下部の係合片と、他方の屋根パネルに取付けられる取付部材の立下り
部とが係合するので、風圧などによるカバー部材の飛散を防止することができる。また下
地材の対向側面などによって形成される溝状空間に上方に開いた溝部材が収納されるので
、カバー部材から漏水しても、あるいはカバー部材および取付部材から結露水が滴下して
も溝部材を介して確実に排水することができる。また、後述の図８，９に示すように前記
溝状空間に溝部材、取付部材の立下り部およびカバー部材の垂下部を収納することができ
るので、カバー部材の屋根葺材上面からの突出高さを低くすることが可能となり、屋根の
外観を向上することができる。
【０００８】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、各屋根パネルの屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する支持部を
有する一対の支持部材と、
　溝状空間内に、かつ一対の支持部材間に収納され、支持部材の支持片に屋根葺材ととも
に固定される上方に開いた溝部材と、
　支持部材の支持部に取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一対の支持部材上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設
けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の立下が
り部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である。
【０００９】
　本発明に従えば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され、枠体の上部に屋根
部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根上で行われていた取
付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な屋根上での作業を低
減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる。また、母屋部材お
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よび枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲りなどの変形の発生
を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、後述の図８，９に示すように封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確
実に確保することが可能になる。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内には一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれ
ぞれ設けられ、溝部材は各支持部材間の空間に収納され、カバー部材のカバー部は各支持
部材上に屋根葺材を介してまたがって設けられる。これによって、溝部材およびカバー部
材の桁行方向における長さを一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面間の
間隔よりも小さくすることができるので、溝部材およびカバー部材の小形化を図ることが
可能となる。したがって、溝部材およびカバー部材の取付作業性を向上することができる
。
【００１０】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける屋根葺材の少なくとも一方の側部に形成
される下方に折返された係合部と、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間内に収納され、
屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　流れ方向に垂直な断面が上方に開いたほぼＣ字状の形状を有し、溝部材内で各屋根葺材
の前記係合部に係合するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である。
【００１１】
　本発明に従えば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され、枠体の上部に屋根
部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根上で行われていた取
付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な屋根上での作業を低
減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる。また、母屋部材お
よび枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲りなどの変形の発生
を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
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置されるので、後述の図８，９に示すように封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確
実に確保することが可能になる。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、封止構造体の部品点数が少ないので、構成を簡素化することができる。またカバ
ー部材が上方に開いたほぼＣ字状の断面形状を有し、カバー部材と屋根葺材の側部の下方
に折返された取付部とが後述の図１２，１３に示すように溝部材内において係合するので
、簡単な構成で確実に屋根パネル間の間隙を塞いで防水することができる。また、カバー
部材が溝部材内に設けられるので、カバー部材の屋根葺材上面より上方への突出が防止さ
れ、屋根外観を向上させることができる。
【００１２】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に雨水の流れ方向に間隔をあけて複数配置され、桁行方向に延びる鋼製の母
屋部材と、
　母屋部材の上部に固定される鋼製の枠体であって、母屋部材の上部に桁行方向に間隔を
あけて配置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端
部を連結する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有す
る枠体と、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する受け部と、受け部に連な
り下方に延びる立下がり部と、立下がり部の下部に連なり立下がり部を介して受け部を支
持する支持部とを有する一対の支持部材と、
　各支持部材の受け部、立下がり部および支持部によって囲まれた収納空間に収納され、
支持部材の支持部に固定される溝部材と、
　各受け部上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設けられ
、支持部材の受け部に係合する係合部とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋
根である。
　本発明に従えば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され、枠体の上部に屋根
部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根上で行われていた取
付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な屋根上での作業を低
減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる。また、母屋部材お
よび枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲りなどの変形の発生
を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、後述の図８，９に示すように封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確
実に確保することが可能になる。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
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することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内に一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれぞ
れ設けられ、溝部材は各支持部材の収納空間に収納され、カバー部材は各支持部材の受け
部に屋根葺材を介してまたがって設けられ、各支持部材の受け部はカバー部材の係合部と
係合する。これによって、カバー部材および溝部材の桁行方向長さを一方および他方の屋
根パネルにおける下地材の対向側面間の間隔よりも小さくすることができるので、カバー
部材および溝部材の小形化を図ることが可能となり、カバー部材および溝部材の取付作業
性を向上することができる。
【００１３】
　また本発明は、下地材の上部には、少なくとも一部に太陽電池を表面に備えた屋根葺材
が設けられることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に従えば、下地材の上部には少なくとも一部に太陽電池を備える屋根葺材が設け
られるので、簡単な構成で確実に太陽電池を屋根に装着することができる。
【００１５】
　また本発明は、屋根葺材は、金属板から成ることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に従えば、屋根葺材が金属板、たとえば板厚が薄く、かつ耐候性が良好な塗装さ
れた亜鉛アルミニウム合金めっき鋼板などから成るので、屋根葺材の軽量化を図ることが
できるとともに、屋根葺材の耐久性の向上を図ることが可能となる。
【００１７】
　また本発明は、屋根パネルは、屋根パネルに封止構造体の一部が取付けられる封止用金
具付屋根パネルであることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に従えば、屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、工場における組立
部材比率を向上することが可能となり、屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減する
ことができる。
【００１９】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間に収納され、一
方の屋根パネルの屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　他方の屋根パネルに取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって載置されるカバー部と、カバー
部に設けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の
立下がり部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である
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。
【００２０】
　本発明に従えば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の
間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における
作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、カバー部材のカバー部が一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって
設けられるので、屋根パネル間の間隙への雨水の浸入を防止することができる。またカバ
ー部に設けられる垂下部の係合片と、他方の屋根パネルに取付けられる取付部材の立下り
部とが係合するので、風圧などによるカバー部材の飛散を防止することができる。また下
地材の対向側面などによって形成される溝状空間に上方に開いた溝部材が収納されるので
、カバー部材から漏水しても、あるいはカバー部材および取付部材から結露水が滴下して
も溝部材を介して確実に排水することができる。また、後述の図８，９に示すように前記
溝状空間に溝部材、取付部材の立下り部およびカバー部材の垂下部を収納することができ
るので、カバー部材の屋根葺材上面からの突出高さを低くすることが可能となり、屋根の
外観を向上することができる。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００２１】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、各屋根パネルの屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する支持部を
有する一対の支持部材と、
　溝状空間内に、かつ一対の支持部材間に収納され、支持部材の支持片に屋根葺材ととも
に固定される上方に開いた溝部材と、
　支持部材の支持部に取付けられる取付部と、取付部に連なり溝部材内に下方に延びる立
下がり部とを有する取付部材と、
　一対の支持部材上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設
けられ、溝部材内に下方に延びる垂下部と、垂下部の下部に形成され、取付部材の立下が
り部と係合する係合片とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である。
【００２２】
　本発明に従えば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の
間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における
作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内には一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれ
ぞれ設けられ、溝部材は各支持部材間の空間に収納され、カバー部材のカバー部は各支持
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部材上に屋根葺材を介してまたがって設けられる。これによって、溝部材およびカバー部
材の桁行方向における長さを一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面間の
間隔よりも小さくすることができるので、溝部材およびカバー部材の小形化を図ることが
可能となる。したがって、溝部材およびカバー部材の取付作業性を向上することができる
。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００２３】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける屋根葺材の少なくとも一方の側部に形成
される下方に折返された係合部と、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間内に収納され、
屋根部材に固定される上方に開いた溝部材と、
　流れ方向に垂直な断面が上方に開いたほぼＣ字状の形状を有し、溝部材内で各屋根葺材
の前記係合部に係合するカバー部材とを含むことを特徴とする屋根である。
【００２４】
　本発明に従えば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の
間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における
作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、封止構造体の部品点数が少ないので、構成を簡素化することができる。またカバ
ー部材が上方に開いたほぼＣ字状の断面形状を有し、カバー部材と屋根葺材の側部の下方
に折返された取付部とが後述の図１２，１３に示すように溝部材内において係合するので
、簡単な構成で確実に屋根パネル間の間隙を塞いで防水することができる。また、カバー
部材が溝部材内に設けられるので、カバー部材の屋根葺材上面より上方への突出が防止さ
れ、屋根外観を向上させることができる。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００２５】
　また本発明は、躯体の上部に桁行方向に隣接して複数配置される屋根パネルと、
　雨水の流れ方向に沿って延在し、桁行方向における屋根パネル相互間の間隙を覆う封止
構造体とを含む屋根であって、
　前記屋根パネルは、
　躯体の上部に固定される鋼製の枠体であって、躯体の上部に桁行方向に間隔をあけて配
置され、流れ方向に延びる複数の垂木部材と、桁行方向に延び、垂木部材の上端部を連結
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する棟部材と、桁行方向に延び、垂木部材の下端部を連結する軒先部材とを有する枠体と
、
　枠体の上部に固定され、枠体の全体を覆う屋根部材であって、枠体の上部に固定される
野地板と、野地板の上部に形成される防水層と、防水層の上部に設けられ、少なくとも一
方の側部が下方の野地板の側部から桁行方向内方側に間隔をあけて配置される板状の下地
材と、下地材の上部に固定される金属板から成る屋根葺材とを備える屋根部材とを含み、
前記屋根部材に封止構造体の一部が取付けられる封止用金具付屋根パネルであり、
　前記封止構造体は、
　隣接する一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面と、各屋根パネルにお
ける野地板の側部付近の上面を覆う防水層とによって形成される溝状空間の各対向側面側
にそれぞれ収納され、屋根部材に固定され、屋根葺材を支持する受け部と、受け部に連な
り下方に延びる立下がり部と、立下がり部の下部に連なり立下がり部を介して受け部を支
持する支持部とを有する一対の支持部材と、
　各支持部材の受け部、立下がり部および支持部によって囲まれた収納空間に収納され、
支持部材の支持部に固定される溝部材と、
　各受け部上に屋根葺材を介してまたがって載置されるカバー部と、カバー部に設けられ
、支持部材の受け部に係合する係合部とを有するカバー部材とを含むことを特徴とする屋
根である。
【００２６】
　本発明に従えば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の
間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における
作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内に一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれぞ
れ設けられ、溝部材は各支持部材の収納空間に収納され、カバー部材は各支持部材の受け
部に屋根葺材を介してまたがって設けられ、各支持部材の受け部はカバー部材の係合部と
係合する。これによって、カバー部材および溝部材の桁行方向長さを一方および他方の屋
根パネルにおける下地材の対向側面間の間隔よりも小さくすることができるので、カバー
部材および溝部材の小形化を図ることが可能となり、カバー部材および溝部材の取付作業
性を向上することができる。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００２７】
また本発明は、下地材の上部には、少なくとも一部に太陽電池を表面に備えた屋根葺材が
設けられることを特徴とする。
【００２８】
本発明に従えば、下地材の上部には少なくとも一部に太陽電池を備える屋根葺材が設けら
れるので、母屋部材を用いない構造の屋根においても簡単な構成で確実に太陽電池を屋根
に装着することができる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の実施の第１形態である切妻屋根１１に用いられる第１屋根パネル１３の
構成を簡略化して示す側面断面図である。第１屋根パネル１３は、工場で組立られ、小屋
組を構成する鋼製の屋根トラス１４の上部に傾斜した状態で固定される。第１屋根パネル
１３は、雨水の流れ方向１５に沿って延びる屋根分割体であり、屋根面の一部を形成する
板状の屋根部材１６と、屋根部材１６を支持する鋼製の支持フレーム１７とを含んで構成
される。
【００３０】
図２は、図１に示す第１屋根パネル１３を備える切妻屋根１１の構成を簡略化して示す平
面図である。第１屋根パネル１３は、切妻屋根１１の棟から軒にわたって延在し、流れ方
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向１５に垂直な桁行方向２０に並列に複数配置され、棟を挟んで両側に延びる傾斜した屋
根面を形成する。切妻屋根１１の一方および他方の妻側縁端には、けらば屋根パネルであ
る第２屋根パネル２１がそれぞれ配置される。第１屋根パネル１３の両側部および第２屋
根パネル２１の一方の側部には、封止構造体２３が設けられる。
【００３１】
封止構造体２３は流れ方向１５に沿って延在し、隣接する第１屋根パネル１３の桁行方向
における間隙および第１屋根パネル１３と第２屋根パネル２１との桁行方向における間隙
を覆う。切妻屋根１１の棟には、棟カバー２４が設けられる。棟カバー２４は、桁行方向
に延在し、棟を挟んで両側に配置された第１および第２屋根パネル１３，２１の対向する
端部間の間隙を覆う。棟カバー２４は図１に示すように桁行方向に垂直な断面形状が山形
に形成され、両側部から折返された折返し部がリーマービス２５によって第１および第２
屋根パネル１３，２１に固定される。
【００３２】
図３は図１に示す第１屋根パネル１３の支持フレーム１７の構成を簡略化して示す平面図
であり、図４は図３の切断面線ＩＶ－ＩＶから見た断面図である。図１をも参照して支持
フレーム１７の構成を説明する。支持フレーム１７は、母屋部材２６と枠体２７とを含む
。母屋部材２６は、リップ溝形鋼から成り、流れ方向１５に間隔をあけて複数（本実施の
形態では３）配置され、桁行方向２０に相互に平行に延在する。母屋部材２６は、屋根ト
ラス１４および屋根トラス１４に取付けられた固定部材２８に固定される。
【００３３】
枠体２７は、垂木部材２９と棟部材３０と軒先部材３１とを含む。垂木部材２９は、リッ
プ溝形鋼から成り、母屋部材２６の上部に桁行方向２０に間隔をあけて複数（本実施の形
態では４）配置され、流れ方向１５に相互に平行に延在する。垂木部材２９は、母屋部材
２６の上部に固定される。棟部材３０は、溝形鋼から成り、桁行方向２０に延び、垂木部
材２９の上端部を連結する。軒先部材３１は、溝形鋼から成り、桁行方向２０に棟部材３
０と平行に延び、垂木部材２９の下端部を連結する。
【００３４】
このように支持フレーム１７は鋼製の枠体２７および母屋部材２６によって格子状に形成
されるので、高剛性であり、クレーンによる吊込み時に破損したり、変形したりする恐れ
がない。また大形化されても、木製のように経時的に反りおよび曲りが発生する恐れがな
く、耐久性に優れている。
【００３５】
図５は、図１に示す第１屋根パネル１３の屋根部材１６の平面図であり、図６は図５の切
断面線ＶＩ－ＶＩから見た屋根部材１６の一側部付近の断面図である。図１をも参照して
、第１屋根パネル１３の屋根部材１６の構成を説明する。屋根部材１６は、野地板３３と
、防水層３４と、下地材３５と屋根葺材３６と、太陽電池を表面に備える屋根葺材３７（
以後、太陽電池屋根葺材とよぶ）とを含んで構成される。野地板３３は、たとえば硬質木
片セメント板から成り、断熱、吸音および荷重分散などの機能を有する。野地板３３は枠
体２７の上部にリーマービス３９によって固定される。野地板３３の両側部の側面３３ａ
は、枠体２７の両側部の垂木部材２９の側部と同一の仮想平面４１内に存在する。野地板
３３の板厚は、たとえば１２ｍｍである。
【００３６】
防水層３４は、たとえばアスファルトルーフィングから成り、アスファルトルーフィング
を野地板３３の上部および側面３３ａに貼付けて形成される。アスファルトルーフィング
は軟質の厚布にアスファルトを染込ませたものであり、多層に重ねて使用される。防水層
３４は、ゴムシートを野地板３３の上部に貼付けて形成してもよい。防水層の厚さは、た
とえば１．０ｍｍである。
【００３７】
下地材３５は、たとえば耐水合板から成り、防水層３４の上部に設けられる。
下地材３５の両側部の各側面３５ａは、前記仮想平面４１から桁行方向２０内方側に距離
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Ｌ１だけ間隔をあけて配置される。下地材３５は、板状の硬質ウレタンフォームに亜鉛め
っき鋼板を裏貼りしたものでもよい。下地材３５の板厚は、たとえば１５ｍｍである。屋
根葺材３６は、金属板、たとえば塗装亜鉛めっき鋼板、塗装亜鉛アルミニウム合金めっき
鋼板、亜鉛めっきステンレス鋼板、アルミニウムめっき鋼板および高耐候性ステンレス鋼
板などから成り、本実施の形態では切板の状態で用いられる。屋根葺材３６は図５に示す
ように屋根部材１６の棟および軒側にそれぞれ複数（本実施の形態では４）枚ずつ桁行方
向に並列に配置される。屋根葺材３６は、下地材３５の上部に接着剤、ビス、リベット等
を単独で、あるいは組合せて用いることによって固定される。屋根葺材３６の板厚は、た
とえば０．４ｍｍである。
【００３８】
太陽電池屋根葺材３７は、屋根葺材３６と、屋根葺材３６の上面に接着剤で貼付けられる
複数の太陽電池セル４３とを含む。太陽電池セル４３は、ステンレス鋼箔の上面にアモル
ファスシリコンを蒸着したものであり、各セル４３は直列に接続される。このアモルファ
スシリコン太陽電池は、他の太陽電池に比べて非常に薄い厚みを有し、かつ同等の変換効
率を有する。また温度が上昇しても変換効率が低下しない特性を有する。ステンレス鋼箔
の厚みは、たとえば０．１５ｍｍであり、アモルファスシリコン蒸着層の厚みは約１μｍ
である。太陽電池セル４３の上面には透明な弗素樹脂から成る保護皮膜が形成されている
。
【００３９】
太陽電池屋根葺材３７は、流れ方向に沿って延在し、図５に示すように桁行方向２０に並
列に複数（本実施の形態では４）枚配置される。太陽電池屋根葺材３７の寸法は、たとえ
ば桁行方向２０の長さ：４５５ｍｍ、流れ方向１５の長さ：３７６５ｍｍであり、太陽電
池セル４３の個数は、たとえば１５セルである。太陽電池屋根葺材３７と屋根葺材３６と
の桁行方向長さは同一であり、太陽電池屋根葺材３７は、前記棟側および軒側にそれぞれ
配置された屋根葺材３６の間に一直線を成すように配置される。
【００４０】
太陽電池屋根葺材３７の流れ方向両端部と、各屋根葺材３６の端部とは、図１に示すよう
にこはぜ掛けで接合され、コーキング４４を充填して密封される。太陽電池屋根葺材３７
の流れ方向長さが充分長いときには、このような接合を行う必要はない。流れ方向に一直
線上に連なる屋根葺材３６および太陽電池屋根葺材３７の側部と、隣接する屋根葺材３６
および太陽電池屋根葺材３７の側部とは、接合部材４６を介して接合される。また屋根部
材１６の両側部には図５中に仮想線で示すように封止構造体２３が設けられる。このよう
に屋根葺材３６および太陽電池屋根葺材３７は、耐候性の良好な塗装されためっき鋼板か
ら成り、かつ板厚が薄いので、屋根部材１６の軽量化および耐久性の向上を図ることがで
きる。
【００４１】
図７は図２の切断面線ＶＩＩ－ＶＩＩから見た断面図である。図７を参照して第２屋根パ
ネル２１の構成を説明する。第２屋根パネル２１は、前記第１屋根パネル１３に類似し、
対応する部分には同一の参照符号を付す。注目すべきは、第２屋根パネル２１の桁行方向
の長さが第１屋根パネル１３よりも長く形成され、妻側の外壁４５からけらばの出の部分
を覆うように外方に突出している点である。すなわち、支持フレーム１７および屋根部材
１６の桁行方向長さが延長されるとともに、垂木部材２９ａが１本増設されており、さら
に屋根部材１６の延長部分には、流れ方向全長にわたって屋根葺材３６ａが葺かれている
。第２屋根パネル２１のその他の構成は、第１屋根パネル１３の構成と同一である。
【００４２】
図７に示す接合部材４６は、アルミニウム押出し材から成り、流れ方向１５（図７の紙面
に垂直な方向）に沿って延在する。接合部材４６は、固定部４７と受け部４８とカバー部
４９とを備え、接合位置の下地材３５を切取って形成された空間内に収納される。固定部
４７は、屋根部材１６にリーマービスによって固定される。受け部４８は、固定部４７上
に桁行方向２０に間隔をあけて一対設けられ、太陽電池屋根葺材３７の離接する側部を載
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置してリベットによって固定する。カバー部４９は、隣接する太陽電池屋根葺材３７上に
またがって配置され、前記受け部４８間の間隙を覆うとともに、固定部４７に形成された
係止爪５０に係止される。この接合部材４６の構成は前述のように第１および第２屋根パ
ネル１３，２１とも同一である。また接合部材４６は、このような構成に限定されるもの
ではなく、後述の封止構造体２３，７５，１０１，１１６を用いてもよい。
【００４３】
このように、第１および第２屋根パネル１３，２１が母屋部材２６と、枠体２７と屋根部
材１６とを一体的に固定して工場で形成されるので、従来屋根上で個々に行われていた各
部材の取付作業を第１および第２屋根パネル１３，２１の取付作業に集約することができ
る。したがって、危険な屋根上での作業工数を大幅に低減することが可能となる。また屋
根部材１６には、防水層３４、屋根葺材３６および太陽電池屋根葺材３７が含まれるので
、人手と時間とを要する屋根上におけるこれらの取付作業を省略することできる。したが
って、屋根施工の工期短縮および省力化を図ることが可能となる。
【００４４】
図８は、図２の切断面線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩから見た断面図であり、図９は図８に示す封
止構造体２３の拡大断面図である。図８および図９を参照して隣接する第１屋根パネル１
３の側部の封止部分の構成および封止構造体２３の構成を説明する。前述のように第１屋
根パネル１３の下地材３５の側面３５ａは野地板３３の側面３３ａから桁行方向２０の内
方側に距離Ｌ１だけ間隔をあけて配置される。また隣接する一方および他方の第１屋根パ
ネル１３の対向する野地板３３の側面３３ａ間には、防水層３４を介してゴムから成る目
地緩衝部材５４が設けられる。したがって、隣接する一方および他方の屋根パネル１３の
対向する側面間には、各下地材３５の相互に対向する側面３５ａ（以後、対向側面と呼ぶ
）と、各野地板３３の側部付近の上面を覆う防水層３４と、目地緩衝部材５４の上面とに
よって囲まれる溝状空間５３が形成される。一方および他方の第１屋根パネル１３の母屋
部材２６の側部は図示しない同じ屋根トラス上に載置される。
【００４５】
封止構造体２３は、金属薄板、たとえば亜鉛系合金めっき鋼板から成り、流れ方向１５（
図８，９の紙面に垂直な方向）に延在する複数の成形部材の組合わせ体である。封止構造
体２３は、前記溝状空間５３に収納され、一方の第１屋根パネル１３に固定される上方に
開いた溝部材５６と、他方の第１屋根パネル１３に取付けられる取付部材５７と、溝部材
５６および取付部材５７を覆うカバー部材５８とを含んで構成される。
【００４６】
溝部材５６は、溝状空間５３の底部に載置される底板６０と、底板６０の一側部に連なり
、一方の第１屋根パネル１３の対向側面３５ａに沿って上方に延びる第１立上り部６１と
、底板６０の他側部に連なり、他方の第１屋根パネル１３の対向側面３５ａに沿って上方
に延びる第２立上り部６２と、第１立上り部６１の上部に連なり、第１立上り部６１に関
して溝状空間５３と反対側に、かつ底板６０に平行に延びる固定部６３と、第２立上り部
６２の上部に連なり、第２立上り部６２に関して溝状空間５３側に、かつ底板６０に平行
に延びる内向き部６４とを含んで構成される。固定部６３は、下地材３５の上面と太陽電
池屋根葺材３７の側部の下面との間に差込まれ、リーマービス６５によって屋根部材１６
および垂木部材２９に固定される。太陽電池屋根葺材３７の太陽電池セル４３は、側部か
ら内方に間隔をあけて設けられるので、固定部６３は太陽電池屋根葺材３７の側部をめく
って差し込まれる。
【００４７】
取付部材５７は、流れ方向（図９の紙面に垂直な方向）に垂直な断面形状（以後、断面形
状と略称する）が略Ｌ字状の部材であり、底板６０に平行に延びる取付部６７と、取付部
６７の一側部に連なり、下方に延びる立下り部６８とを含む。取付部６７の他側部は、他
方の第１屋根パネル１３の下地材３５の上面と太陽電池屋根葺材３７の側部の下面との間
に前記固定部６３と同様に差込まれ、リーマービス６５によって屋根部材１６に固定され
る。取付部６７の一側部は下地材３５の側部から前記溝状空間５３側に突出し、一方およ
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び他方の第１屋根パネル１３における対向する側部間の間隙のほぼ中央位置６９に配置さ
れる。立下り部６８は、前記溝部材５６内に垂下する。
【００４８】
カバー部材５８は、下方に開いた浅溝状の断面形状を有するカバー部７０と、カバー部７
０に連なり、溝部材５６内に下方に延びる垂下部７１と、垂下部７１の下部に形成される
係合片７２とを含む。カバー部７０は、両側部から折返されて部分的に二重に形成されて
おり、一方および他方の第１屋根パネル１３における太陽電池屋根葺材３７の側部の上面
にまたがって載置される。カバー部７０の両側部と太陽電池屋根葺材３７の側部との間は
防水テープによってシールされる。垂下部７１は、カバー部７０の一側部の折返し部分に
連なり、前記中央位置６９に配置される。垂下部７１はカバー部７０に溶接等によって接
合してもよい。
係合片７２は、略Ｕ字状の断面形状を有し、前記取付部材５７の立下り部６８と係合する
。
【００４９】
以上の封止構造体２３の説明では、一方および他方の第１屋根パネル１３間に設けられる
封止構造体２３の構成について説明しているけれども、第１屋根パネル１３と第２屋根パ
ネル２１間に設けられる封止構造体２３の構成も同一である。また第１屋根パネル１３の
太陽電池屋根葺材３７の葺かれている部分の構成について説明を行っているけれども、屋
根葺材３６の葺かれている部分の構成も同様である。
【００５０】
このように、本実施の形態の封止構造体２３では、カバー部材５８のカバー部７０が一方
および他方の第１屋根パネル１３上にまたがって設けられるので、一方および他方の第１
屋根パネル１３間の間隙への雨水の浸入を防止することができる。またカバー部７０と連
結されている垂下部７１の係合片７２と、取付部材５７の立下り部６８とが係合するので
風圧などによるカバー部材５８の飛散を防止することができる。また前記溝状空間５３に
上方に開いた溝部材５６が収納されるのでカバー部材５８から漏水しても、あるいはカバ
ー部材５８および取付部材５７から結露水が滴下しても溝部材５６を介して排水すること
ができる。また前記溝状空間５３に溝部材５６、取付部材５７の立下り部６８およびカバ
ー部材５８の垂下部７１を収納することができるので、カバー部材５８のカバー部７０が
浅溝形に形成されていることと相俟って、カバー部材５８の屋根面からの突出高さを低く
することが可能となり屋根の外観を向上することができる。
【００５１】
図１０は本発明の実施の第２形態である切妻屋根７４の封止構造体７５付近の構成を簡略
化して示す断面図であり、図１１は図１０に示す封止構造体７５の拡大断面図である。本
実施の形態の切妻屋根７４は前記切妻屋根１１に類似し、対応する部分には同一の参照符
号を付す。図１０，１１は、図８，９と同一の切断面線から見た屋根の断面図である。注
目すべきは、本実施の形態の封止構造体７５では、前記溝状空間５３内に一対の支持部材
７６がさらに収納される点である。
【００５２】
封止構造体７５は、一対の支持部材７６と、溝部材７７と、取付部材７８とカバー部材７
９とを含んで構成される。支持部材７６は、金属薄板、たとえば亜鉛系合金めっき鋼板か
ら成り、流れ方向１５に延在する。支持部材７６は、底板８１と第１立上り部８２と第２
立上り部８３と固定部８４と支持部８５とを含む。
底板８１は溝状空間５３の底部で、かつ下地材３５の対向側面３５ａと野地板３３の側部
付近の上面を覆う防水層３４とで形成される隅部に配設される。第１立上り部８２は、底
板８１の下地材３５側の側部に連なり、一方の第１屋根パネル１３の前記対向側面３５ａ
に沿って上方に延在する。第２立上り部８３は、底板８１の反対側の側部に連なり、第１
立上り部８２に対して平行に上方に延在する。固定部８４は第１立上り部８２の上部に連
なり、第１立上り部８２に関して溝状空間５３と反対側に、かつ底板８１に平行に延在す
る。また固定部８４は、下地材３５の上面と太陽電池屋根葺材３７の側部の下面との間に
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差込まれ、リーマービス８６によって屋根部材１６および垂木部材２９に固定される。支
持部８５は、第２立上り部８３の上部に連なり、前記対向側面３５ａに向かって底板８１
に平行に延在する。
【００５３】
溝部材７７は、前記図９に示す溝部材５６と同一の構成を有し、前記溝状空間５３内に、
かつ一対の支持部材７６に挟まれて収納される。したがって、溝部材７７の底板８７は溝
状空間５３の底部に載置され、溝部材７７の第１および第２立上り部８１，８２は、一方
および他方の支持部材７６の第２立上り部８３にそれぞれ沿って延在する。また溝部材７
７の固定部９０は、支持部材７６の支持部８５の上面に載置される。さらに固定部９０の
上面には、太陽電池屋根葺材３７の側部が重ねられ、一方の第１屋根パネル１３側におい
ては、太陽電池屋根葺材３７および溝部材７７の固定部９０は支持部材７６の支持部８５
にリベット９１によって固定される。
【００５４】
取付部材７８は、前記図９に示す取付部材５７と同一の構成を有し、取付部９３と取付部
９３の一側部に連なる立下り部９４とを含む。取付部９３の他側部は他方の第１屋根パネ
ル１３側における太陽電池屋根葺材３７の側部の上面に重ねられ、取付部材７８の取付部
９３、太陽電池屋根葺材３７の側部および溝部材７７の固定部９０が支持部材７６の支持
部８５にリベット９１によって固定される。
【００５５】
カバー部材７９は、前記図９に示すカバー部材５８と同一の構成を有し、カバー部材７９
のカバー部９５の両側部が各支持部材７６の支持部８５上に載置された太陽電池屋根葺材
３７の側部上にまたがって載置される。カバー部９５の両側部と太陽電池屋根葺材３７の
側部との間は防水テープによってシールされる。カバー部材７９の垂下部９６の係合片９
７は取付部材７８の立下り部９４と係合し、カバー部材７９の風圧による飛散を防止する
。本実施の形態における切妻屋根７４のその他の構成は、前記実施の第１形態における切
妻屋根１１の構成と同一であり効果も同一である。
【００５６】
本実施の形態の支持部材７６は一対設けられるので、工場で第１および第２屋根パネル１
３，２１に予め取付けてもよく、屋根上で他の部材とともに取付けてもよい。前者の支持
部材７６を予め取付けた屋根パネルは封止用金具付屋根パネルと呼ばれる。
【００５７】
このように、本実施の形態の封止構造体７５では、溝状空間５３内に一対の支持部材７６
が対向して収納されるとともに、溝部材７７が各支持部材７６間に収納される。またカバ
ー部材７９のカバー部９５は各支持部材７６上に太陽電池屋根葺材３７の側部を介してま
たがって設けられる。これによって、溝部材７７およびカバー部材７９の桁行方向２０に
おける長さを下地材３５の対向側面間の間隔よりも小さく設定することができるので、溝
部材７７およびカバー部材７９の小形化を図ることが可能となる。したがって、封止構造
体７５の取付作業性を向上することができる。また支持部材７６を予め工場で取付けた封
止用金具付屋根パネルを用いれば、工場における組立部材比率を向上することができると
ともに、屋根上での作業工数を低減することができる。
【００５８】
図１２は本発明の実施の第３形態である切妻屋根１００の封止構造体１０１付近の構成を
簡略化して示す断面図であり、図１３は図１２に示す封止構造体１０１の拡大断面図であ
る。本実施の形態の切妻屋根１００は前記切妻屋根１１に類似し、対応する部分には同一
の参照符号を付す。図１２，１３は図８，９と同一の切断面線から見た屋根の断面図でる
。注目すべきは、本実施の形態の封止構造体１０１は部品点数が少ない点である。
【００５９】
封止構造体１０１は、溝部材１０３と、カバー部材１０４と、係合部１０５とを含んで構
成される。溝部材１０３およびカバー部材１０４は、金属薄板、たとえば亜鉛系合金めっ
き鋼板から成る。溝部材１０３は、底板１０７と第１立上り部１０８と第２立上り部１０
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９とを含む。底板１０７は前記溝状空間５３の底部に載置される。第１および第２立上り
部１０８，１０９は底板１０７の一側部および他側部にそれぞれ連なり、下地材３５の前
記各対向側面３５ａに沿って上方にそれぞれ延在し、前記各対向側面３５ａにそれぞれビ
ス１１０によって固定される。
【００６０】
カバー部材１０４は、流れ方向１５（図１３の紙面に垂直な方向）に延在し、上方に開い
た略Ｃ字状の断面形状を有する。カバー部材１０４は、底板１０７にほぼ平行に延びる平
坦なカバー底板１１１と第１係合片１１２と、第２係合片１１３とを有する。第１および
第２係合片１１２，１１３はカバー底板１１１の両側部からそれぞれ折返され、斜め上方
に傾斜して延在する。第１および第２係合部１１２，１１３は波形状の形状を有し、相互
の間隔は上方に向かうにつれて小さくなるように形成される。
【００６１】
係合部１０５は、略Ｖ字状の断面形状を有し、隣接する一方および他方の第１屋根パネル
１３の太陽電池屋根葺材３７の側部にそれぞれ形成される。各係合部１０５は下地材３５
の側部から溝状空間５３側に突出した太陽電池屋根葺材３７の側部から下方に折返されて
形成され、前記カバー部材１０４の第１および第２係合部１１２，１１３に係合する。係
合部１０５と第１および第２係合部１１２，１１３との間の係合力は材料の有する弾発力
によって確保されるけれども、係合した状態で流れ方向数箇所においてかしめなどの塑性
変形を付与して両者がずれないように固定してもよい。本実施の形態における切妻屋根１
００のその他の構成は、前記実施の第１形態における切妻屋根１１の構成と同一であり、
効果も同一である。
【００６２】
このように、本実施の形態では、封止構造体の部品点数が少ないので、全体の構成を簡素
化することができる。またカバー部材１０４が上方に開いた略Ｃ字状の断面形状を有し、
カバー部材１０４と係合部１０５とが溝部材１０３内で係合するので、簡単な構成で確実
に封止部分の間隙を塞いで防水することができる。
またカバー部材１０４が溝部材１０３内に設けられるので、カバー部材１０４の屋根面上
面より上方への突出が防止され、屋根外観をさらに向上させることができる。
【００６３】
図１４は、本発明の実施の第４形態である切妻屋根１１５の封止構造体１１６の構成を簡
略化して示す断面図であり、図１５は図１４に示す封止構造体１１６の拡大断面図である
。本実施の形態の切妻屋根１１５は前記切妻屋根１１に類似し、対応する部分には同一の
参照符号を付す。図１４，１５は図８，９と同一の切断面線から見た屋根の断面図である
。注目すべきは、本実施の形態の封止構造体１１６では、前記溝状空間５３内に一対の支
持部材１１７がさらに収納される点である。
【００６４】
封止構造体１１６は、一対の支持部材１１７と溝部材１１８と、カバー部材１１９とを含
んで構成される。支持部材１１７は流れ方向（図１４，１５の紙面に垂直な方向）に延在
し、アルミニウム押出し材から成る。支持部材１１７は、溝状空間５３の下地材３５側に
それぞれ配置され、桁行方向２０に延びる板状の受け部１２１と、立下り部１２２と支持
部１２３とを含む。受け部１２１の一側部付近は各下地材３５の上面と太陽電池屋根葺材
３７の側部の下面との間に差込まれてリーマービス１２４によって屋根部材１６および垂
木部材２９に固定される。受け部１２１の他側部は各野地板３３の側部付近まで延在する
。受部１２１の他側部付近は、下地材３５から遠ざかるにつれて上方にわずかに傾斜して
おり、その傾斜面上に太陽電池屋根葺材３７の側部が載置される。立下り部１２２は受け
部１２１の途中位置から下方に延在する。
【００６５】
支持部１２３は立下り部１２２の下部に連なり、下地材３５から遠ざかる方向に延在して
受け部１２１を支持する。支持部１２３は下地材３５と同一の材料から成る段差調整部材
１２５を介して防水層３４上に載置される。一対の支持部材１１７の受け部１２１、立下
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り部１２２および支持部１２３は対向配置された状態で収納空間１２６を形成する。
【００６６】
溝部材１１８は、リップ溝形状の断面形状を示し、前記収納空間１２６内に収納される。
溝部材１１８は、底板１２８と、第１立上り部１２９と第２立上り部１３０とリップ部１
３１とを有する。底板１２８は、各支持部材１１７の支持部の上面にまたがって載置され
る。第１および第２立上り部１２８，１２９は底板１２８の両側部にそれぞれ連なり、各
支持部材１１７の立下り部１２２に沿って上方に延在する。リップ部１３１は、第１およ
び第２立上り部１２２，１２３の上部にそれぞれ連なり、下地材３５の対向側面３５ａか
ら遠ざかる方向に延在する。太陽電池屋根葺材３７の側部およびリップ部１３１は支持部
材１１７の受け部１２１にリベット１３２によって固定される。
【００６７】
カバー部材１１９は、カバー部１３３とが係合部１３４とを有する。カバー部１３３は、
下方に開いた浅溝状の断面形状を有し、各支持部材１１７の受け部１２１上に太陽電池屋
根葺材３７の側部を介してまたがって載置される。カバー係合部１３４は、カバー部１３
３の両側部から折返されて形成され、略Ｃ字状の断面形状を有する。カバー係合部１３４
は、支持部材１１７の受け部１２１に装着され、カバー係合部１３４の弾発力によってカ
バー部材１１９と受け部１２１とが係合される。カバー係合部１３４と太陽電池屋根葺材
３７の側部との間は防水テープによってシールされる。本実施の形態における切妻屋根１
１５のその他の構成は前記実施の第１形態における切妻屋根１１の構成と同一であり、効
果も同一である。本実施の形態の支持部材１１７は一対設けられるので、工場で第１およ
び第２屋根パネル１３，２１に予め取付けてもよく、屋根上で他の部材とともに取付けて
もよい。前者の支持部材１１７を予め取付けた屋根パネルは封止用金具付屋根パネルと呼
ばれる。
【００６８】
このように本実施の形態では溝状空間５３内に一対の支持部材１１７が対向して設けられ
、溝部材１１８は各支持部材１１７の収納空間１２６内に収納され、カバー部材１１９は
各支持部材１１７の受け部に太陽電池屋根葺材３７の側部を介してまたがって設けられ、
各支持部材１１７の受け部１２１は、カバー部材１１９のカバー係合部１３４と係合する
。これによって、カバー部材１１９および溝部材１１８の桁行方向２０の長さを下地材３
５の対向側面３５ａ間の間隔よりも小さくすることができるので、カバー部材１１９およ
び溝部材１１８の小形化を図ることが可能となる。したがって、カバー部材１１９および
溝部材１１８の取付作業性を向上することができる。また支持部材１１７を予め工場で取
付けた封止用金具付屋根パネルを用いれば、工場における組立部材比率を向上することが
できるとともに屋根上での作業工数を低減することができる。
【００６９】
以上述べたように、前記実施の第１～第４形態の切妻屋根における屋根パネルおよび封止
用金具付屋根パネルは、いずれも母屋部材２６を含んで構成されているけれども、封止用
金具付屋根パネルの他の実施の形態として母屋部材２６を含まない構成にしてもよい。こ
の実施の形態における封止用金具付屋根パネルは、鋼製の枠体と屋根部材とから成る屋根
パネルに、前記封止構造体２３，７５，１０１，１１６の一部が取付けられている。枠体
は前記枠体２７と同一の構成を有しており、屋根トラス１４の上部に傾斜した状態で固定
される。屋根部材は前記屋根部材１６と同一の構成を有しており、屋根葺材としては金属
板から成る屋根葺材３６が用いられる。屋根葺材として少なくとも一部に太陽電池を表面
に備えた屋根葺材３７を用いてもよい。封止構造体２３，７５，１０１，１１６を構成す
る各部材は、隣接する屋根パネルに振り分けてそれぞれ取付けられ、屋根上で組合されて
封止構造体を形成する。これによって母屋部材２６を使用しない構造の切妻屋根において
も屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減することが可能となる。
【００７０】
以上のように、本発明の実施の第１～第４形態では、屋根葺材３６と太陽電池屋根葺材３
７とが混在した状態で屋根表面が形成されているけれども、屋根表面全面を太陽電池屋根
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葺材３７のみで覆うように構成してもよく、太陽電池を備えない屋根葺材３６のみで屋根
表面全面を覆うように構成してもよい。後者の場合、第１および第２屋根パネル１３の表
面を継ぎ目のない１枚の屋根葺材３６で覆うことができるので、接合部材４６を省略する
ことができる。また本発明の実施の第１～第４形態では、切妻屋根を対象にしているけれ
ども、対象は切妻屋根に限定されるものではなく、他の形式の屋根、たとえば寄せ棟屋根
に対しても適用可能である。また屋根葺材には金属薄板が用いられているけれども、他の
屋根材を用いてもよい。また封止構造体の構成は、実施の第１～第４形態の構成のみに限
定されるものではなく、他の構成であってもよい。また封止用金具付屋根パネルは、他の
封止構造体の構成要素を取付けたものでもよい。
【００７１】
また本発明の実施の第１～第４形態では、下地材３５の上面に屋根葺材３６および太陽電
池屋根葺材３７が葺かれているけれども、屋根葺材３６および太陽電池屋根葺材３７の下
面にシート状のヒータを接合して融雪可能な構成にしてもよい。また各部材の固定手段と
してリーマービスが用いられているけれども、リーマービスのみに限定されるものではな
く、他のビスまたはねじ等によって固定するようにしてもよい。また母屋部材２６および
垂木部材２９は、リップ溝形鋼から成り、棟部材３０および軒先部材３１は溝形鋼から成
るように構成されているけれども、このような構成に限定されるものではなく、他の形鋼
から成るように構成してもよい。
【００７２】
【発明の効果】
　以上のように請求項１記載の本発明によれば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が
固定され、枠体の上部に屋根部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、
従来屋根上で行われていた取付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので
、危険な屋根上での作業を低減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ること
ができる。また、母屋部材および枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反り
および曲りなどの変形の発生を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確実に確保することが可能にな
る。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、カバー部材のカバー部が一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって
設けられるので、屋根パネル間の間隙への雨水の浸入を防止することができる。またカバ
ー部に設けられる垂下部の係合片と、他方の屋根パネルに取付けられる取付部材の立下り
部とが係合するので、風圧などによるカバー部材の飛散を防止することができる。また下
地材の対向側面などによって形成される溝状空間に上方に開いた溝部材が収納されるので
、カバー部材から漏水しても、あるいはカバー部材および取付部材から結露水が滴下して
も溝部材を介して確実に排水することができる。また、前記溝状空間に溝部材、取付部材
の立下り部およびカバー部材の垂下部を収納することができるので、カバー部材の屋根葺
材上面からの突出高さを低くすることが可能となり、屋根の外観を向上することができる
。
【００７３】
　また請求項２記載の本発明によれば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され
、枠体の上部に屋根部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根
上で行われていた取付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な
屋根上での作業を低減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる
。また、母屋部材および枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲
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りなどの変形の発生を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確実に確保することが可能にな
る。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内には一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれ
ぞれ設けられ、溝部材は各支持部材間の空間に収納され、カバー部材のカバー部は各支持
部材上に屋根葺材を介してまたがって設けられる。これによって、溝部材およびカバー部
材の桁行方向における長さを一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面間の
間隔よりも小さくすることができるので、溝部材およびカバー部材の小形化を図ることが
可能となる。したがって、溝部材およびカバー部材の取付作業性を向上することができる
。
【００７４】
　また請求項３記載の本発明によれば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され
、枠体の上部に屋根部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根
上で行われていた取付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な
屋根上での作業を低減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる
。また、母屋部材および枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲
りなどの変形の発生を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確実に確保することが可能にな
る。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、封止構造体の部品点数が少ないので、構成を簡素化することができる。またカバ
ー部材が上方に開いたほぼＣ字状の断面形状を有し、カバー部材と屋根葺材の側部の下方
に折返された取付部とが溝部材内において係合するので、簡単な構成で確実に屋根パネル
間の間隙を塞いで防水することができる。また、カバー部材が溝部材内に設けられるので
、カバー部材の屋根葺材上面より上方への突出が防止され、屋根外観を向上させることが
できる。
【００７５】
　また請求項４記載の本発明によれば、母屋部材の上部に垂木部材を含む枠体が固定され
、枠体の上部に屋根部材が固定されて屋根パネルが形成される。これによって、従来屋根
上で行われていた取付作業の少なくとも一部を工場で予め施すことができるので、危険な
屋根上での作業を低減することが可能となり、工期短縮および省力化を図ることができる
。また、母屋部材および枠体が鋼製であるので、大形屋根パネルにおいても反りおよび曲
りなどの変形の発生を防止することができる。
　また、屋根パネルの屋根部材には防水層および屋根葺材が含まれるので、人手と時間と
を要する屋根上における防水層および屋根葺材の取付作業を省略することができる。また
下地材の少なくとも一方の側部が下方の野地板の側部から引っ込んだ状態になるように配
置されるので、封止構造体の収納スペースを簡単な構成で確実に確保することが可能にな
る。
　また、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、屋根パネル相互間の間隙を封止
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構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによって、屋根上における作業を低減
することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水することができる。
　また、溝状空間内に一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれぞ
れ設けられ、溝部材は各支持部材の収納空間に収納され、カバー部材は各支持部材の受け
部に屋根葺材を介してまたがって設けられ、各支持部材の受け部はカバー部材の係合部と
係合する。これによって、カバー部材および溝部材の桁行方向長さを一方および他方の屋
根パネルにおける下地材の対向側面間の間隔よりも小さくすることができるので、カバー
部材および溝部材の小形化を図ることが可能となり、カバー部材および溝部材の取付作業
性を向上することができる。
【００７６】
　また請求項５記載の本発明によれば、下地材の上部には少なくとも一部に太陽電池を備
える屋根葺材が設けられるので、簡単な構成で確実に太陽電池を屋根に装着することがで
きる。
【００７７】
　また請求項６記載の本発明によれば、屋根葺材が塗装された金属板、たとえば板厚が薄
く、かつ耐候性が良好な塗装された亜鉛アルミニウム合金めっき鋼板などから成るので、
屋根葺材の軽量化を図ることができるとともに、屋根葺材の耐久性の向上を図ることが可
能となる。
【００７８】
　また請求項７記載の本発明によれば、屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので
、工場における組立部材比率を向上することが可能となり、屋根上での封止構造体の組立
作業工数を低減することができる。
【００７９】
　また請求項８記載の本発明によれば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、
屋根パネル相互間の間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによっ
て、屋根上における作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水
することができる。
　また、カバー部材のカバー部が一方および他方の屋根パネルの屋根葺材上にまたがって
設けられるので、屋根パネル間の間隙への雨水の浸入を防止することができる。またカバ
ー部に設けられる垂下部の係合片と、他方の屋根パネルに取付けられる取付部材の立下り
部とが係合するので、風圧などによるカバー部材の飛散を防止することができる。また下
地材の対向側面などによって形成される溝状空間に上方に開いた溝部材が収納されるので
、カバー部材から漏水しても、あるいはカバー部材および取付部材から結露水が滴下して
も溝部材を介して確実に排水することができる。また、前記溝状空間に溝部材、取付部材
の立下り部およびカバー部材の垂下部を収納することができるので、カバー部材の屋根葺
材上面からの突出高さを低くすることが可能となり、屋根の外観を向上することができる
。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００８０】
　また請求項９記載の本発明によれば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し、
屋根パネル相互間の間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによっ
て、屋根上における作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防水
することができる。
　また、溝状空間内には一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれ
ぞれ設けられ、溝部材は各支持部材間の空間に収納され、カバー部材のカバー部は各支持
部材上に屋根葺材を介してまたがって設けられる。これによって、溝部材およびカバー部
材の桁行方向における長さを一方および他方の屋根パネルにおける下地材の対向側面間の
間隔よりも小さくすることができるので、溝部材およびカバー部材の小形化を図ることが
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可能となる。したがって、溝部材およびカバー部材の取付作業性を向上することができる
。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００８１】
　また請求項１０記載の本発明によれば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し
、屋根パネル相互間の間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによ
って、屋根上における作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防
水することができる。
　また、封止構造体の部品点数が少ないので、構成を簡素化することができる。またカバ
ー部材が上方に開いたほぼＣ字状の断面形状を有し、カバー部材と屋根葺材の側部の下方
に折返された取付部とが溝部材内において係合するので、簡単な構成で確実に屋根パネル
間の間隙を塞いで防水することができる。また、カバー部材が溝部材内に設けられるので
、カバー部材の屋根葺材上面より上方への突出が防止され、屋根外観を向上させることが
できる。
　また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材
を使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減すること
ができる。
【００８２】
　また請求項１１記載の本発明によれば、複数の屋根パネルを桁行方向に隣接して配置し
、屋根パネル相互間の間隙を封止構造体で覆うことによって屋根が形成される。これによ
って、屋根上における作業を低減することができるとともに簡単な構成で確実に屋根を防
水することができる。
また、溝状空間内に一対の支持部材が対向して一方および他方の屋根パネル側にそれぞれ
設けられ、溝部材は各支持部材の収納空間に収納され、カバー部材は各支持部材の受け部
に屋根葺材を介してまたがって設けられ、各支持部材の受け部はカバー部材の係合部と係
合する。これによって、カバー部材および溝部材の桁行方向長さを一方および他方の屋根
パネルにおける下地材の対向側面間の間隔よりも小さくすることができるので、カバー部
材および溝部材の小形化を図ることが可能となり、カバー部材および溝部材の取付作業性
を向上することができる。
また、母屋部材を含まない屋根パネルに封止構造体の一部が固定されるので、母屋部材を
使用しない構造の屋根においても屋根上での封止構造体の組立作業工数を低減することが
できる。
【００８３】
また請求項１２記載の本発明によれば、下地材の上部には少なくとも一部に太陽電池を備
える屋根葺材が設けられるので、母屋部材を用いない構造の屋根においても簡単な構成で
確実に太陽電池を屋根に装着することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の第１形態である切妻屋根１１に用いられる第１屋根パネル１３の
構成を簡略化して示す側面断面図である。
【図２】図１に示す第１屋根パネル１３を備える切妻屋根１１の構成を簡略化して示す平
面図である。
【図３】図１に示す第１屋根パネル１３の支持フレーム１７の構成を簡略化して示す平面
図である。
【図４】図３の切断面線ＩＶ－ＩＶから見た断面図である。
【図５】図１に示す第１屋根パネル１３の屋根部材１６の平面図である。
【図６】図５の切断面線ＶＩ－ＶＩから見た屋根部材１６の一側部付近の断面図である。
【図７】図２の切断面線ＶＩＩ－ＶＩＩから見た断面図である。
【図８】図２の切断面線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩから見た断面図である。
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【図９】図８に示す封止構造体２３の拡大断面図である。
【図１０】本発明の実施の第２形態である切妻屋根７４の封止構造体７５付近の構成を簡
略化して示す断面図である。
【図１１】図１０に示す封止構造体７５の拡大断面図である。
【図１２】本発明の実施の第３形態である切妻屋根１００の封止構造体１０１付近の構成
を簡略化して示す断面図である。
【図１３】図１２に示す封止構造体１０１の拡大断面図である。
【図１４】本発明の実施の第４形態である切妻屋根１１５の封止構造体１１６の構成を簡
略化して示す断面図である。
【図１５】図１４に示す封止構造体１１６の拡大断面図である。
【図１６】従来の住宅の屋根面施工手順の一例を示す図である。
【符号の説明】
１１，７４，１００，１１５　切妻屋根
１３　第１屋根パネル
１６　屋根部材
２１　第２屋根パネル
２３，７５，１０１，１１６　封止構造体
２６　母屋部材
２７　枠体
２９　垂木部材
３０　棟部材
３１　軒先部材
３３　野地板
３４　防水層
３５　下地材
３６　屋根葺材
３７　太陽電池屋根葺材
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